
資　　　　料
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Abstract: An exotic pest, the Asian longhorned beetle（Anoplophora glabripennis（Motschulsky））, was first

found on Chinese elm（Ulmus parvifolia Jacq.）street trees in Yokohama city in July 2002. The Yokohama

Plant Protection Station investigated all street trees existing around the circumference of the detection

points. The range of occurrence was found to be very limited, as a result of the investigation. But the

cause of this occurrence remains unknown. Lightly damaged trees received chemical treatments in

September 2002. In addition, the heavily damaged trees were cut down. Although the Yokohama Plant

Protection Station has investigated the beetle since March 2003, it has been not captured or seen, up to

the present time. Therefore, the beetle is considered to have been exterminated.
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は　じ　め　に

2002年7月9日、横浜植物防疫所職員により、横浜市中

区馬車道通の街路樹として栽植されているアキニレ

（Ulmus parvifolia Jacq.）樹数本からゴマダラカミキリに

よく似たカミキリムシ成虫数頭が発見された。独立行政

法人森林総合研究所槇原寛博士に同定を依頼したとこ

ろ、本カミキリムシは本邦未発生のツヤハダゴマダラカ

ミキリ（Anoplophora glabripennis（Motschulsky））と判

明した。（図１）

本種は中国、朝鮮半島が原産で、特に中国北部地方で

は、新たに栽植されたポプラ等に甚大な被害をもたらし

ており（磯野ら、1999）、また、近年、本種はアメリカ

合衆国の東北部にも侵入し、カエデ類を加害枯死させて

問題となっている（CAVEY et al．1998）。我が国では、

これまで文献上古い記録があったが、現在ではこれらの

記録は誤り又は偶発的な記録と考えられている（槇原、

2000）。従って、今回の発生は新たな侵入事例と判断さ

れた。

横浜植物防疫所では、諸外国での甚大な被害状況を鑑

み、緊急に発生調査を行い、撲滅を目指した防除を実施

することとした。この度、その発生状況と防除状況を取

りまとめたので、報告する。

本報告にあたり、本種を同定していただいた槇原寛博

士、調査、防除にあたって多大なご協力をいただいた横

浜市緑政局の方々に厚くお礼申し上げる。

1. 発生調査

上記の発見を受け、横浜植物防疫所は7月9日～11日、

馬車道のアキニレを中心とし、横浜市中区、及び隣接地

域の西区において発生調査を実施した。

また、本種は多種多様な樹木を加害することが知られ

ていることから、アキニレだけではなく、他の種類の街

路樹についても調査を実施した。

調査は街路樹上の成虫、成虫の脱出口、産卵痕の有無

について肉眼による確認を行った。

この結果、馬車道のアキニレ55本中14本から成虫、成虫

の脱出口、産卵痕を確認し、合計41頭の成虫（15♂♂、

26♀♀）を捕獲した。しかし最初に発見された地点周辺

以外のアキニレでは全く発見されず、隣接して栽植され

ているプラタナス、トウカエデからも本種は発見されな

かった。（図2）

また、7月16日及び19日、山下公園、横浜中華街周辺

の街路樹についても同様に調査を実施し、さらに7月以

降、植物防疫所が定期的に実施している全国の主要な

海・空港地域内の病害虫発生調査でも本種の発見はなか

った。
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図２　ツヤハダゴマカミキリ及び本虫による被害が確認された場所 
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★　アキニレの木以外で成虫が発見された場所 
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